
No.２８７８
静かな山歩き好き集まれ
和 名 倉 山
実施日 2018年5月4日(金)～5日(土)
天 候 晴れ
リーダー 瀧澤 きよの
参加者 島本陳重 ､白 石恵 美子 ､遠

井 謙 策 ､中 村 友 子 ､小 名 秀
鋭 ､佐藤政司 ､瀧澤きよの ､
峯川弘子 ､宮崎敏男 計９名

費 用 JR1,140円（高尾起算）西武線1,
472円 6,200円 将監小屋素
泊4,500円 ヒレカツ負担400円

合計１４,７１２円
タイム 5/4 塩山駅 (9 :15)三之瀬民

宿見晴登山口 (10 : 1 5 ) ﾑ
ｼ ﾞ ﾅノ巣 (11 : 1 5 )将監小
屋(12:15) 泊

5/5 将監小屋 (5 : 07 )山ノ神
土(5:38)西仙波(6:47)東
仙波 (7 : 1 5 )和名倉山分
岐(9:05)和名倉山(9:20)
和名倉山分岐(9:40∼10:
10)反射板跡地造林小屋
跡地(11:44)反射板跡地
(12:53)秩父湖吊り橋上
駐車場(14:26)

5/4 天気が荒れ模様で日程変更し
塩山駅全員で予約の 3台に乗り1時
間で登山口、身支度整え、五月晴れ
の林道を歩く。牛王院下通過、軽ト
ラが走る林道を3人並んで歩く。ム
ジナの巣水場で一休み、わずかで将
監小屋。お昼済ませ希望者13:20頃で
竜喰山へ。

小屋右の飛龍方面への巻き道を途
中から獣道を鹿柵を超え稜線に出て

急登を登り緩や
かな登り最後の
急登を登り竜喰
山14 :30着です。
約１時間。

3 6 0 度 見 渡
せ、雲取、飛
龍、富士山、
明日の西仙波
の 稜 線 美 し
い。地図読み
学習して15時30頃帰り、夕飯のカツ
丼、ポテトサラダ、カツ丼は各自で
作り美味しい夕飯でした。7時半頃
就寝。
5/5 今日も五月晴れ、山飯を食べ将

監峠から山の
神土です。笠
取山の分岐で
す。
山 桜 が 四 部
咲、唐松の芽

吹きがまばゆい。笹原の中を登りま
す。急登の稜線歩きかなと思いきや
巻き巻きの樹林帯を歩き一部咲のシ
ャクナゲ回廊、
胸 突 き 八 丁 手
書 き の 標 識 西
仙 波 。 霞 の 向
こ う に 山 波 が



余 り に も 狭 い
の で シ ャ ク ナ
ゲ 回 廊 を 東 仙
波 へ 。 こ こ は
広く360度大展

望です。
写 真 撮 り 、
和名倉山へア
セビ回廊を歩
き、吹上ノ頭
近くは岩場、
そして作業所のワイヤーが残置され
ています。
南ア、北岳、甲斐駒と景色を見八
百平から川又分岐、僅か急登で和名
倉山分岐でザックデポで和名倉山ピ

ストン。
唐 松 が 自 然
自 生 し て 歩
き ず ら い で
す 。 樹 林 の
眺 望 の な い

山頂に数人の登山者で写真を撮り、
分岐迄帰り、昼食。
緩やかな草地、のどかな歩きも苔
のジブリの世
界を下りに入
ります。
トロッコが横
たわった造林
小屋跡迄の急登を下りひと休憩。ハ
シリドコロの咲く急下降、反射板跡
地は超急な下りで、膝にきます。反

射板跡地にコンクリート詰めのバケ
ツワイヤー残置あります。

秩父湖が眼下
に見えます。
容赦なしの急
下降開始。倒
木、ザレのト

ラバ ース 。
アン チザ イ
ルの トラ バ
ース 。お ま
けに 枯葉 の
登山道です。
約800㍍下り秩父湖に滑落なし、全

員吊り橋を渡
り埼玉大山岳
寮前の駐車場
で 15:00に乗
り西部秩父駅
へ。

そば屋で反省会。
お客の一人と話されたNさん[和名

倉山はお散歩山だ

そうよ。]皆さん9

時間半の長い行程

お散歩にお付き合

い、ありがとうご

ざいました。

又 宜 し く お 願 い

します。 （記・瀧澤きよの）

（写真提供・遠井謙策/中村友子/峯川弘子）


